
 

 

 

一学期が過ぎ、長い夏休みがやってきました。3年生は、初めての受検生として夏休みを迎えますが、こ

の夏休みを今まで通りの過ごし方をするのではなく、自分の進路に向かって、計画的な夏休みの計画を立

て、過ごせると良いですね。中学 1･2年生の学習内容は、夏休みで一度復習することや、自分自身のことを

ふり返り、苦手分野の洗い出し、克服方法など高校受検だけでなく、これからの人生の中で幾度となく行っ

ていくだろう事を考える良い機会だと思います。是非、自分と上手く向き合ってどういう風に過ごしていく

か考えてみましょう。ご家族の方も、お子さんが 15歳(14歳)とはいえ、まだまだ未熟な部分が多々ありま

すので、大人(親)の支えが絶対に必要です。多感な時期で取っつきにくい面はあると思いますが、この長い

期間で、しっかりと向き合い、お互いに納得のいく進路選択をさせ、見守れるようご協力お願い致します。 

 裏面に第 2回の進路希望調査の結果を掲載します。ご活用下さい。 

1 学期の後半に、沖縄県立高校の体験入学の募集が多くありました。多くは実業系の高校で、工業、商業、

農林に進路希望している生徒は、率先して申込みをしてきました。多くの高校を見て回り、雰囲気や設備、交

通の便など進路選択をするときに必要な情報を収集する事ができるので、意欲的に申し込んだ生徒がいて進

路を担当している立場としてうれしく思います。また、県外への体験入学や学校説明会に参加した生徒も数

名おり、頼もしく思いました。ただ、沖縄県立高校を受検の場合は、様式等が統一されていますが、私立(県

内県不問)や県外の公立高校に進学をお考えの生徒は、手続きの様式が異なりますので、基本的には、各自で

手続きを進めていく事となります。早くから担任と相談を密に重ね、中学校側が準備するものを早めに伝え

てもらえると助かります。私立や、県外の公立高校の入試手続きは沖縄県よりも早い時期から行われるので

ご注意下さい。 

 8 月中に来年度の県立高校の日程などの詳しい内容が決定しますが、受検システムは変更ありませんので、

受検方法は、今年度も①推薦入学、②一般入学、③2次募集です。推薦入学については、自分の成績が希望す

る高校の基準をクリアしていることが気になるところですが、推薦手続きを始める時には、3 年生の成績は、

1学期の成績で判断しないといけません。以下に評定平均と内申点の計算方法を載せますので、各自で自分の

評定平均と内申点を把握しておきましょう。 

評定平均（１･２学年→3学期の通知表、３学年→１学期の通知表） 

  評定平均は、「(各学年の教科成績の合計)÷２７(９教科×３学年)」で求めることができます。 

内申点 

各学年 ５教科の合計＋(技能４教科の合計×1.5） 

最高点(オール 5)＝(５教科×５)＋(４教科×５)×1.5＝２５＋(２０×1.5)＝２５＋３０＝５５ 

  この値の 3カ年分なので、５５×３＝１６５点が満点となります。 
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